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『薪く炭くKYOTO』の前代表
で、森林バイオマスの利用促進
を提案する松田直子さん（右）
と、森での保全活動を企画・主
催する「理想の森プロジェクト」
のリーダー・渕上佑樹さん（左）。
同団体は現在、代表者を立て
ずに数名の主要メンバーが世
話人となり、他団体とも連携を
取りながら活動している

森
を
守
り
、
循
環
型
社
会
を
提
案

　

京
都
市
の
中
心
部
か
ら
北
へ
約
15
㎞
。
鴨
川
の
源
流
を
有

す
る
雲
ヶ
畑
の
山
林
で
、『
薪
く
炭
く
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
』の
メ
ン

バ
ー
た
ち
は
毎
月
、
山
仕
事
に
汗
を
流
す
。
会
社
員
や
京
都
府

の
職
員
、
大
学
生
ら
が
中
心
と
な
り
、
２
０
０
２
年
６
月
に
立

ち
上
げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
は
、「
山
に
囲
ま
れ
た
京
都
を
舞
台
に
、
薪
や

炭
と
い
っ
た
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
で
あ
る〝
森
林
バ

イ
オ
マ
ス
〞を
広
め
、
循
環
型
社
会
を
提
案
す
る
シ
ン
ク
タ
ン

ク
に
な
ろ
う
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
、
京
都
市
内
に
お
け
る
薪
や
炭
の
普
及
の
た

め
の
調
査
や
講
師
を
招
い
て
の
勉
強
会
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

先
進
地
の
視
察
、市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
加
え
、

木
材
の
供
給
源
と
な
る
森
の
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
。

　

森
林
作
業
の
拠
点
と
な
る
雲
ヶ
畑
の
山
林
は
、
地
元
の
山

主
か
ら
借
り
て
い
る
広
葉
樹
の
森
で
、
こ
こ
で
は
春
の
植
林

か
ら
夏
の
下
草
刈
り
、
秋
の
ド
ン
グ
リ
拾
い
と
苗
木
づ
く
り
、

冬
に
は
次
の
植
林
に
向
け
た
地
ご
し
ら
え
を
行
う
。
ま
た
、
山

主
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
同
地
に
広
く
分
布
す
る
人
工
林

の
間
伐
作
業
も
手
伝
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
で
伐
り
出
し
た

 

薪
く
炭
く
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

 

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

京
都
市

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
木
の
力   

│
活
動
事
例
か
ら

京都市北区雲ヶ畑にある広葉樹の森で、秋の恒例行事「ドングリ拾いと苗木づくり」を開催。クヌギ、コナラ、アラカシなど様々な樹種のドン
グリをビニールポットに植え、成長した苗木は2年後の春に同地の森へ植林する。『薪く炭くKYOTO』では、「森づくり」も大切な活動のひとつ

　
　
　

 

く
も
が
は
た                    

し
ん　

  

た
ん
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京都市内の町家を利用した「Hibana」のショップ。地産地消を心がけ、できるだけ京都産の薪や炭を仕入れている。
店内にはペレットストーブ、火鉢、七輪、炭グッズ、木工品など森林バイオマスに関連した商品が並ぶ

山仕事の後は、薪と炭を使ってダッチオーブンで
野外料理をつくり、「森林バイオマスの利用」を実
践。山の中で仲間と火を囲み、手づくりの料理を
堪能するひとときは、メンバーの楽しみのひとつ

「薪く炭くKYOTO」問い合わせ先

間
伐
材
で
薪
割
り
や
炭
焼
き
を
体
験
し
、
そ
れ
を
燃
料
に
し

て
野
外
料
理
を
楽
し
む
な
ど
と
い
っ
た
活
動
を
通
し
て
、
メ
ン

バ
ー
自
ら
が
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
実
践
。
こ
れ
ら
の

森
づ
く
り
の
活
動
を「
理
想
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
名
付
け
、

『
薪
く
炭
く
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
』以
外
に
も
雲
ヶ
畑
で
山
仕
事
を
行

う
団
体
と
、
京
都
市
北
区
に
あ
る
木
の
家
具
工
房
が
協
賛
し
、

３
団
体
で
の
連
携
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
る
。

　

そ
し
て
発
足
か
ら
４
年
後
、
活
動
実
績
も
積
ま
れ
て
い
く

中
で
、
新
し
い
展
開
を
目
指
し
て
い
た
前
代
表
の
松
田
直
子

さ
ん
は
、「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
」を
目
的
と
し
た

会
社『
Ｈ
ｉ
ｂ
ａ
ｎ
ａ
』を
設
立
し
た
。「
木
質
燃
料
の
供
給

と
利
用
法
を
も
っ
と
具
体
的
に
考
え
、
責
任
を
持
っ
て
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
へ
提
供
す
る
た
め
に
起
業
し
ま
し
た
」。

　
『
Ｈ
ｉ
ｂ
ａ
ｎ
ａ
』で
は
、
行
政
や
民
間
企
業
と
連
携
し
た

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
普
及
活
動
の
企
画
・
運
営
を
事
業
の
軸

と
し
な
が
ら
、
薪
炭
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
、
そ
れ
を
使
う
た
め
の

ス
ト
ー
ブ
や
火
鉢
、
七
輪
な
ど
の
販
売
も
行
い
、
森
林
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
を
目
に
見
え
る
形
で
提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

製
材
所
か
ら
出
る
廃
材
や
街
路
樹
の
剪
定
枝
を
薪
へ
と
転
用

し
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
供
給
す
る
仕
組
み
も
つ
く

り
出
し
た
。
ち
な
み
に
松
田
さ
ん
は
、
店
舗
と
自
宅
で
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
を
愛
用
。「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
軽
量
で
ス
ト
ッ
ク

し
や
す
く
燃
焼
時
に
煙
も
出
に
く
い
の
で
、
現
代
の
暮
ら
し

に
取
り
入
れ
や
す
い
」と
話
す
。

　
『
薪
く
炭
く
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
』の
会
員
は
現
在
約
80
名
。
松
田

さ
ん
は
起
業
後
も
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
、
常
に
仲
間
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
普
及
に
つ
と
め
る
。

「
日
本
の
森
を
元
気
に
し
た
い
！
」。
そ
ん
な
夢
を
持
っ
て
取
り

組
む
京
都
発
の
活
動
の
数
々
が
、
有
志
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
る
。

（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

　

ストーブやボイラーの燃料と
なる100％天然素材の木
質ペレット。「Hibana」で販
売しているのは、製材所か
ら出た木クズを再利用した
ホワイトペレット

山主の指導のもと、人工林の間伐材を伐り出
し、運搬するメンバーたち。間伐材は薪や炭、
山小屋やベンチづくりに活用。夏には下草刈
りを行うなど年間を通して定期的に山へ入り、
手入れを施している。森林作業もこなす同団体
には、フットワークの軽い若手メンバーが多い

薪や炭を使っている京
都市内の飲食店や風
呂屋の調査を行い、
マップで紹介する「森
林バイオマス絵巻」。
『薪く炭くKYOTO』で
は“楽しく活動すること”
をモットーに、「バイオ
マスツアー」の開催や
「薪炭検定」の作成な
ども手がけている


